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新
年
度
に
あ
た
り
、
組
合
員
の
皆

様
へ
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃

よ
り
土
地
改
良
区
の
運
営
並
び
に
土

地
改
良
事
業
の
推
進
に
ご
協
力
を
賜

わ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
茨
城
県
県
南
農
林
事
務
所
稲
敷

土
地
改
良
事
務
所
を
は
じ
め
茨
城
県

土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
、
各
行

政
機
関
の
皆
様
方
に
は
ご
指
導
ご
支

援
を
頂
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
伴
い
、
日
常
生
活
に
不
安
が
続

き
ま
す
が
、
感
染
予
防
に
努
め
て
早

期
の
終
息
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

管
内
の
事
業
実
施
状
況
で
す
が
、

令
和
２
年
度
で
県
営
利
根
北
部
地
区

及
び
県
営
早
井
地
区
が
工
事
を
完
了

致
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
県
営
早
井

東
部
１
期
地
区
は
用
水
路
工
事
と
測

量
設
計
、
県
営
早
井
東
部
２
期
地
区

　

本
年
４
月
の
定
期
人
事
異
動
に
よ

り
ま
し
て
、
稲
敷
土
地
改
良
事
務
所

に
赴
任
し
ま
し
た
倉
持
で
ご
ざ
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

豊
田
新
利
根
土
地
改
良
区
の
皆
様

に
は
、
日
頃
よ
り
、
本
県
の
農
業
振

興
並
び
に
農
業
農
村
整
備
事
業
の
推

進
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

既
に
皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は

終
息
す
る
見
通
し
が
立
た
ず
、
県
内

に
お
い
て
も
変
異
株
の
感
染
例
が
確

認
さ
れ
る
な
ど
、
我
々
土
地
改
良
事

業
の
推
進
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
組
合
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
感
染
の
流

行
を
一
刻
も
早
く
終
息
さ
せ
る
た

め
、
引
き
続
き
、
国
、
県
、
市
及
び

保
健
所
等
か
ら
の
情
報
を
注
視
し
て

頂
き
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
感
染
防
止

対
策
を
徹
底
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
の
農
業
農
村
を
取
り

巻
く
情
勢
は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
や
担
い
手
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の

増
大
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
の
遅

れ
や
農
業
水
利
施
設
の
老
朽
化
な

ど
、
様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
県
で
は
、「
活

力
が
あ
り
、
県
民
が
日
本
一
幸
せ
な

県
」
を
基
本
理
念
と
し
た
「
茨
城
県

総
合
計
画
」
の
な
か
で
「
強
い
農
林

水
産
業
の
実
現
」
を
掲
げ
て
お
り
、

優
れ
た
経
営
感
覚
を
有
す
る
経
営
体

の
育
成
、
本
県
農
林
水
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
化
や
付
加
価
値
の
向
上
、
国
内

外
へ
の
販
路
開
拓
な
ど
に
取
り
組
む

こ
と
に
よ
り
「
儲
か
る
農
業
」
の
実

現
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

農
業
農
村
整
備
に
つ
い
て
は
、
こ

の
「
儲
か
る
農
業
」
の
実
現
を
支
え

る
生
産
性
の
高
い
水
田
農
業
の
実
現

の
た
め
の
農
地
の
大
区
画
化
や
農
地

中
間
管
理
事
業
等
を
活
用
し
た
担
い

手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化
を
進
め

る
と
と
も
に
、
水
管
理
の
省
力
化
、

水
田
の
畑
地
化
や
汎
用
化
に
よ
る
高

収
益
作
物
の
導
入
等
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
老
朽
化
が
進
む
農
業
水
利

施
設
の
長
寿
命
化
対
策
や
そ
の
計
画

的
な
補
修
・
更
新
、
防
災
・
減
災
対

策
の
強
化
、
更
に
は
、
多
面
的
機
能

支
払
交
付
金
を
活
用
し
た
農
地
や
用

排
水
路
等
の
保
全
活
動
の
拡
大
等
も

積
極
的
に
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

豊
田
新
利
根
土
地
改
良
区
管
内
で

は
、
事
業
実
施
中
で
あ
り
ま
す
利
根

北
部
地
区
、
利
根
西
部
地
区
及
び
早

井
東
部
地
区
の
ほ
か
に
、
今
年
度
よ

豊
田
新
利
根
土
地
改
良
区

　
理
事
長
　
岡
　
田
　
金
　
男

茨
城
県
県
南
農
林
事
務
所

　
稲
敷
土
地
改
良
事
務
所

　
所
長
　
倉
　
持
　
明
　
彦

で
は
測
量
設
計
、
県
営
利
根
西
部
１

期
地
区
は
区
画
整
理
の
荒
整
地
工
事

と
用
水
機
場
及
び
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の

測
量
設
計
、
県
営
利
根
西
部
２
期
地

区
は
区
画
整
理
設
計
と
土
質
調
査
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年

度
は
県
営
利
根
南
部
地
区
の
事
業
が

採
択
さ
れ
る
予
定
で
す
。
尚
、
老
朽

化
の
進
ん
だ
施
設
は
団
体
営
維
持
管

理
適
正
化
事
業
等
で
順
次
改
修
す
る

予
定
で
す
。

　

今
後
も
経
費
の
節
減
、
賦
課
金
の

収
納
率
の
向
上
に
取
り
組
み
、
役
職

員
一
丸
と
な
っ
て
業
務
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。ご

あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ
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昨
年
度
よ
り
引
き
続
き
ま
し
て
、

茨
城
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

県
南
事
業
所
長
を
務
め
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
川
松
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本

年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

茨
城
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

　
県
南
事
業
所

　
所
長
　
川
　
松
　
秀
　
樹

ご
あ
い
さ
つ

し
ま
す
。

　

岡
田
理
事
長
を
は
じ
め
、
豊
田
新

利
根
土
地
改
良
区
の
皆
様
方
に
は
、

常
日
頃
よ
り
農
業
農
村
整
備
事
業
の

推
進
は
も
と
よ
り
本
会
の
業
務
運
営

に
対
し
ま
し
て
、
特
段
の
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
り
、
紙
面
を
お
借
り
し
ま

し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
が
世
界
中
で
猛
威
を
振
る

い
、
多
く
の
方
が
感
染
し
、
感
染
防

止
に
向
け
た
対
応
が
講
ぜ
ら
れ
る
な

ど
、
社
会
経
済
や
日
常
生
活
に
大
き

な
影
響
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
一
刻
も
早
く
感
染
が
収
束
し
、

元
の
生
活
に
戻
れ
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
今
度
は
感
染
力
の
強

い
変
異
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ

り
大
阪
府
や
東
京
都
な
ど
は
再
度
、

政
府
に
緊
急
事
態
宣
言
発
出
を
要
請

す
る
こ
と
を
正
式
に
決
め
る
方
針
に

入
り
ま
し
た
。
茨
城
県
に
お
い
て
も

ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
す
る
な
ど
第
４

波
の
入
口
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
そ

の
た
め
土
浦
・
稲
敷
管
内
連
絡
協
議

会
も
昨
年
度
と
同
様
に
書
面
で
開
催

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
本
会

で
は
最
大
限
の
注
意
・
対
策
を
行
い

業
務
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。
会
員
の

皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
・
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
ご
理
解
・
ご
協
力
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

農
業
農
村
で
は
高
齢
化
・
過
疎
化
、

担
い
手
不
足
、
地
域
活
力
の
低
下
や

農
業
水
利
施
設
の
老
朽
化
な
ど
様
々

な
問
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。
次
世

代
の
担
い
手
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
農

業
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、
農
地
集

積
や
農
業
の
高
付
加
価
値
を
図
る
こ

と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
に
鑑
み
、
国
に
お

い
て
は
3
月
23
日
に
今
後
5
年
間
の

土
地
改
良
事
業
の
指
針
と
な
る
「
新

た
な
土
地
改
良
長
期
計
画
」
が
閣
議

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
産
業
政
策
の

視
点
か
ら
は
担
い
手
へ
の
農
地
集

積
・
集
約
化
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推

進
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
削
減
を
通
じ

た
農
業
競
争
力
の
強
化
。
地
域
政
策

の
視
点
か
ら
は
所
得
と
雇
用
機
会
の

確
保
、
農
村
に
人
が
住
み
続
け
る
た

め
の
条
件
整
備
、
地
域
共
同
活
動
に

よ
る
農
地
・
農
業
用
水
等
の
保
全
管

理
。
両
政
策
を
支
え
る
視
点
で
は
頻

発
化
・
激
甚
化
す
る
災
害
に
対
応
し

た
排
水
施
設
整
備
・
た
め
池
対
策
や

流
域
治
水
の
取
得
等
に
よ
る
農
業
農

村
の
強
靱
化
等
を
盛
り
込
ん
で
お
り

ま
す
。

　

本
会
に
お
い
て
は
令
和
2
年
度
、

令
和
3
年
度
と
も
3
名
の
職
員
を
新

規
採
用
し
、
技
術
力
・
経
験
が
豊
富

な
ベ
テ
ラ
ン
職
員
か
ら
指
導
を
受

け
、
教
育
研
修
を
行
い
、
技
術
職
員

の
確
保
と
育
成
も
行
っ
て
い
き
ま

す
。
会
員
の
皆
様
が
必
要
と
す
る
農

業
農
村
整
備
事
業
を
的
確
か
つ
迅
速

に
実
施
す
る
た
め
の
技
術
者
集
団
と

な
り
得
る
よ
う
知
識
の
習
得
や
技
術

力
の
向
上
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
皆

様
方
に
は
、
今
後
と
も
ご
理
解
と
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
豊
田
新
利
根
土
地
改
良

区
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
組
合
員
の

皆
様
方
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

り
新
た
に
利
根
南
部
地
区（
利
根
町
）

が
事
業
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
当
事
務

所
と
し
ま
し
て
は
、
地
元
負
担
の
軽

減
や
事
業
効
果
の
早
期
発
現
に
配
慮

し
な
が
ら
計
画
的
に
基
盤
整
備
を
進

め
、
管
内
の
農
業
農
村
が
今
後
も
元

気
で
活
力
の
あ
る
も
の
と
な
り
ま
す

よ
う
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
、

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
豊
田
新
利
根
土
地
改
良

区
の
益
々
の
ご
発
展
と
皆
様
方
の
ご

健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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令
和
三
年
三
月
十
八
日
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
代
五
十
五
名
（
定
数
五
十
八
名
）
の
出
席
、
議
長
に
第
十
一

選
挙
区
よ
り
、
川
村
忠
昭
総
代
が
選
出
さ
れ
、
全
十
二
号
議
案
が

原
案
ど
お
り
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
三
年
度
　
通
常
総
代
会
提
出
議
案

第
一
号
議
案

　

令
和
二
年
度
豊
田
新
利
根
土
地
改

良
区
変
更
事
業
計
画
に
つ
い
て

第
二
号
議
案

　

令
和
二
年
度
豊
田
新
利
根
土
地
改

良
区
事
業
資
金
借
入
変
更
限
度
額
及

び
借
入
先
に
つ
い
て

第
三
号
議
案

　

令
和
二
年
度
豊
田
新
利
根
土
地
改

良
区
一
般
会
計
・
特
別
会
計
収
入
支

出
補
正
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

第
四
号
議
案

　

豊
田
新
利
根
土
地
改
良
区
財
産
の

譲
渡
に
つ
い
て

第
五
号
議
案

　

令
和
三
年
度
豊
田
新
利
根
土
地
改

良
区
事
業
計
画
に
つ
い
て

第
六
号
議
案

　

令
和
三
年
度
豊
田
新
利
根
土
地
改

良
区
賦
課
金
の
賦
課
及
び
賦
課
金
の

端
数
取
扱
い
並
び
に
賦
課
徴
収
方
法

に
つ
い
て

第
七
号
議
案

　

令
和
三
年
度
豊
田
新
利
根
土
地
改

良
区
役
員
報
酬
に
つ
い
て

第
八
号
議
案

　

令
和
三
年
度
豊
田
新
利
根
土
地
改

良
区
事
業
資
金
借
り
入
れ
に
つ
い
て

第
九
号
議
案

　

令
和
三
年
度
豊
田
新
利
根
土
地
改

良
区
地
元
負
担
金
の
納
付
に
つ
い
て

第
十
号
議
案

　

令
和
三
年
度
豊
田
新
利
根
土
地
改

良
区
一
般
会
計
・
特
別
会
計
収
入
支

出
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

第
十
一
号
議
案

　

令
和
三
年
度
豊
田
新
利
根
土
地
改

良
区
一
般
会
計
・
特
別
会
計
一
時
借

入
金
に
つ
い
て

第
十
二
号
議
案

　

豊
田
新
利
根
土
地
改
良
区
歳
計
現

金
預
入
先
に
つ
い
て

令
和
三
年
度　

通
常
総
代
会
開
催

お
悔
み

松
本
　
　
勇
　
理
事

（
第
一
二
選
挙
区　

古
河
林
）

　

令
和
三
年
四
月
一
八
日

 

死
去

　

こ
こ
に
、
生
前
の
ご
功
績
に

対
し
、
敬
意
と
感
謝
を
表
し
、

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。
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令和３年度　一般会計予算の内訳

令和３年度　年賦償還金　1,000㎡当

令和３年度　特別会計賦課金　1,000㎡当

収　　　　　　入 支　　　　　　出
１．組 合 費 348,355,800 １．事 務 費 112,150,000
２．年 賦 賦 課 金 3,134,000 ２．維 持 管 理 費 190,982,000
３．繰 入 金 1,775,000 ３．分担金及び負担金 67,991,000
４．借 入 金 55,000,000 ４．償 還 金 76,500,000
５．繰 越 金 40,000,000 ５．積 立 金 19,500,000
６．助 成 金 0 ６．諸 費 2,550,000
７．負 担 金 32,200,000 ７．予 備 費 24,736,800
８. 雑 収 入 13,945,000

計 494,409,800 計 494,409,800

（単位：円）

1. 事務費
22.7%

2. 維持管理費
38.6%

4. 
償還金
15.5%

5. 積立金  3.9%

6. 諸　費  0.5%

7. 予備費  5.0%

支 出

494, 409
　　千円

3. 分担金及び
　負担金  13.8%

1. 
組合費
70.5%

2. 年賦賦課金  0.6%

4. 
借入金
11.1%

5. 繰越金 8.1%

6. 助成金  0.0%

8. 雑収入  2.8%

7. 負担金  6.5%

3. 繰入金  0.4%

収 入

494, 409
　　千円

令和３年度一般賦課金　８，７００円／１，０００㎡

・経常賦課金　６，６００円／１，０００㎡
・特別賦課金　２，１００円／１，０００㎡

№ 地　区　名 賦　課　額 納　期 最終年度

１ 県 営 上 根 本 ３，６００円（用・排水）
１，０００円（暗渠） ８月２日 令和18年度

期 別 賦 課 金 納 期
１期 ２，９００円 ５月31日
２期 ２，９００円 ９月30日
３期 ２，９００円 11月30日

№ 地　区　名 賦　課　額 納　期
１ 県 営 利 根 北 部 ２，５５０円（償還金） ８月２日
２ 県 営 利 根 西 部 １，１００（経常） ８月２日

３ 県 営 利 根 南 部 １，３００円（経常） 令和３年度採択予定の為
12月ごろ
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第
一
号
議
案

　

令
和
元
年
度
豊
田
新
利
根
土
地
改

良
区
財
産
目
録
、
事
業
報
告
書
に
つ

い
て

第
二
号
議
案

　

令
和
元
年
度
豊
田
新
利
根
土
地
改

良
区
一
般
会
計
、
特
別
会
計
収
入
支

出
決
算
に
つ
い
て

第
三
号
議
案

　

令
和
二
年
度
豊
田
新
利
根
土
地
改

良
区
変
更
事
業
計
画
に
つ
い
て

第
四
号
議
案

　

令
和
二
年
度
豊
田
新
利
根
土
地
改

良
区
事
業
計
画
に
つ
い
て

第
五
号
議
案

　

令
和
二
年
度
豊
田
新
利
根
土
地
改

良
区
一
般
会
計
、
特
別
会
計
収
入
支

出
補
正
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

令和元年度　一般会計決算報告

収　　　　　　入 支　　　　　　出

１．組 合 費 343,675,935 １．事 務 費 90,466,475

２．年 賦 賦 課 金 3,132,550 ２．維 持 管 理 費 181,689,330

３．繰 入 金 1,000,000 ３．分担金及び負担金 145,303,568

４．借 入 金 134,026,000 ４．償 還 金 111,503,299

５．繰 越 金 48,172,882 ５．積 立 金 19,000,000

６．助 成 金 1,560,000 ６．諸 費 2,805,278

７．負 担 金 55,851,169

８. 雑 収 入 10,737,572

９. 財 産 収 入 14,727,700

計 612,883,808 計 550,767,950

（単位：円）

収入支出差引残金　62,115,858円は、令和２年度へ繰越

　

令
和
二
年
十
月
二
十
一
日
臨
時
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
代
四
十
八
名
（
定
数
五
十
八
名
）
の
出
席
、
議
長
に
第
十
一

選
挙
区
よ
り
、
川
村
忠
昭
総
代
が
選
出
さ
れ
、
全
五
号
議
案
が
原

案
ど
お
り
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
二
年
度
　
臨
時
総
代
会
提
出
議
案

臨
時
総
代
会
開
催
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令和元年度　特別会計決済報告

令和元年度　財　産　目　録

会　　　計　　　名 収  入  額 支  出  額 残　　額

１．県 営 利 根 北 部 地 区 78,963,242 72,180 ,791 6,782 ,451

２．県 営 利 根 西 部 地 区 7,642,797 3,735 ,687 3,907 ,110

３．基 幹 水 利 施 設 管 理 事 業 12,640,000 12,640 ,000 0

４．県単かんがい排水事業羽子騎地区 8,424,000 8,424 ,000 0

５．基 本 財 産 積 立 金 212,224,075 0 212,224 ,075

６．地 区 除 外 決 済 金 積 立 金 103,933,657 0 103,933 ,657

７．職 員 退 職 給 与 積 立 金 19,054,384 1,123 ,200 17,931 ,184

８. 公 車 購 入 積 立 金 8,641,364 0 8,641 ,364

９. 国 県 営 償 還 準 備 積 立 金 141,758,688 0 141,758 ,688

（単位：円）

（単位：円）

残金は、２年度に繰越

1. 事務費
16.4%

2. 維持
　管理費

33.0%

4. 償還金
20.2%

5. 積立金  3.5%

6. 諸　費  0.5%

支 出

550,767,950
円

3. 分担金及び
　負担金

26.4%

1. 組合費
56.1%

2. 年賦賦課金 0.5%

5. 繰越金
　   7.9%

6. 助成金  0.2%

8. 雑収入  1.7%

９. 財産収入  2.4%

7. 負担金 
　 9.1%

3. 繰入金 0.2%

4. 借入金
      21.9%

収 入

612,883,808
円

資 産

流 動 資 産 1,660,930 ,068

固 定 資 産 94,064,996

計 1,754,995 ,064

負 債 計 1,571,715 ,503
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事　業　名 地 区 名 事 業 費 事　　業　　量

新農業水利システム保全
整備事業 早井 27,627 附帯工〔補給水ポンプ〕

かんがい排水事業 早井東部 128,234 用水路工　L=600 ｍ

県営経営体育成基盤整備
事業 利根北部４期 191,505 排水機場工、吸水槽設置、排水ポン

プ１台、区画整理付帯工一式

県営経営体育成基盤整備
事業 利根西部 107,250 測量試験費、換地費

団体営基幹水利施設管理
事業 新利根川沿岸 14,040 布鎌排水機場　除塵機修繕

団体営維持管理適正化事
業 豊田新利根 5,700 利根地区第７機場、ポンプ設備改修

及び付帯設備更新

県単かんがい排水事業 源清田 8,580 道路横断工２箇所、円型コルゲート
管

令和２年度　管内事業実施実況 （単位：千円）
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役員・総代の改選について

選挙区
選　　挙　　区　　域

市町村名 大　　字　　名 総　代 理　事 監　事

第１ 利 根 町 立木、大房、押戸、奥山 ４人 １人

１人

第２ 利 根 町
加納新田、東奥山新田、惣新田、立
崎、中谷、福木、羽中

５人 １人

第３ 利 根 町
早尾、大平、横須賀、羽根野、上曽根、
下曽根、下井、押付新田、中田切

３人
１人

第４ 利 根 町 布川 ３人

第５

龍ケ崎市

取 手 市

豊田町、長沖新田町、長沖町、北方町、
羽黒町、須藤堀町、高須町、大留町、
川原代町
高須、大留

５人

２人

第６ 龍ケ崎市
宮渕町、大徳町　（字曽根向を除く
区域）

１人

第７ 龍ケ崎市 八代町、羽原町、別所町 ３人

３人

１人
第８ 龍ケ崎市

長峰町、半田町、塗戸町、高作町、
大徳町（字曽根向）

６人

第９ 稲 敷 市 上根本、下根本 ６人 １人

第１０ 稲 敷 市 柴崎、中山、角崎、狸穴 ４人 １人

第１１ 河 内 町
幸谷、竜ケ崎町歩、大徳鍋子新田、
生板鍋子新田、小林町歩、角崎町歩、
生板

７人 ２人

１人
第１２ 河 内 町

源清田、布鎌、平三郎、宮淵、猿島、
手栗、羽子騎、古河林

８人 ２人

第１３ 河 内 町 長竿、下町歩、十里、庄布川 ５人 １人

計 ６０人 １５人 ３人

【役員】令和４年４月 12 日、【総代】令和４年３月 17 日付けをもって任期満了となり選
挙を実施することになります。選挙人名簿の作成にあたり、組合員資格の変更・住所変
更等がある場合は、添付されている資格得喪の通知書により、令和３年 12 月末頃迄に変
更の届出を、お願い致します。役員・総代の選挙区・定数については、下記の通りです。
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◎　農地の 相続・売買・贈与・賃借・交換 などしたとき
◎　農業者年金受給のため 経営移譲 のとき
◎　組合員の 死亡 及び 住所 の変更があったとき

　以上のような変更の場合は、資格得喪の通知書を総務課まで届出て下さい。
　また提出する際、本人確認をいたしますので、本人確認できるもの（免許証、保険証等）をご持参の上、
新資格者の方が提出してください。
※資格得喪の通知書は、添付されている用紙をご使用ください。

◎　田を 宅地等 に転用するとき
◎　田を 公共事業用地（道路、公園等）に転用するとき

　以上のような場合は、地区除外申請書、農地転用届を総務課まで届出下さい。
☆　資格の異動（名義変更）、農地転用（地区除外）の届出は、土地改良法第 43 条の
規程により組合員から土地改良区へ通知することが義務付けられています。
　届出のない場合 は、土地改良区の台帳は変更されません。
　賦課金は、そのまま賦課されてしまいますのでご注意下さい。

◎　土地改良区の施設等を（出入り口等に）使用したいとき
　上記の場合は、総務課まで申請して下さい。

延滞金について
　督促状を受けた場合は、滞納日数に応じ滞納額に年 14.6％の割合を乗じて計算した延滞金
を頂きます。

滞納賦課金は、新しい組合員が負担
　農地の異動（売買等）の場合、滞納賦課金のある農地を取得しますと土地改良法第四十二
条の規程により取得した組合員が滞納賦課金を納付しなければなりません。
　取得の際には、よく確認して下さい。

●納入通知書の紛失や納期忘れがなく納入できます。
●納入の為、土地改良区や金融機関に出向く必要がありません。
●稲敷農協、水郷つくば農協で口座振替をご希望の方は、土地改良区会計課及びＪＡ稲敷（西
部支店）、ＪＡ水郷つくば（竜ケ崎中央、竜ケ崎西部、牛久、わかくさ支店）に「賦課金
等預金口座振替依頼書」が置かれていますので、所定の事項を記入し、通帳届け印を押印
して提出してください。

●常陽銀行、筑波銀行、水戸信用金庫より口座振替をご希望の方は、土地改良区会計課まで
ご連絡ください。

●郵便局より口座振替、及び払い込みをご希望の方は土地改良区会計課までご連絡ください。

　令和３年度も常陽銀行竜崎支店において賦課金通知書での取扱いは出来ますが、令和３年６
月 14日から、利根支店、新利根支店については賦課金通知書での取扱いが出来なくなりました。
　なお、竜崎支店においても令和４年度より窓口での賦課金通知書での取扱いが出来なくなり
ます。ご利用については常陽銀行の口座振替への変更か他の金融機関窓口でのご利用お願い致
します。

次のようなときは土地改良区に手続きをしてください

口座振替のおすすめ　安全・確実・便利

令和３年度　常陽銀行での取扱いについて
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豊かな農地を守るために

※農研機構資料より引用
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●用水機場の休止及び用排水機場電力料金の推移について
　管内の機場電力料金は下記のとおり、平成
23 年度と比較すると概ね 1.5 倍の料金を支払
いました。電力料金の値上げも現在は一定料金
で推移しておりますが、経常賦課金の約１／３
を充当している現状です。組合員の皆様におか
れましては、引き続き節電に御理解、御協力を
お願い致します。なお６月８日より７月９日ま
での毎週火・金曜日、７月14日から毎週水曜日、
休ませていただきます。

●パイプライン蛇口の盗難について
　平成19年度より毎年、管内全域で蛇口の盗難
について、数多くの報告が寄せられております。
真鍮製の蛇口は盗難されやすいので、プラスチッ
ク製の蛇口への交換をおすすめしております。

●水路は、田圃の血管です
　最近、水路に様々な投棄物（電化製品、タイヤ、
一般家庭ゴミ等々）があります。それらを処分す
るには産業廃棄物として処分しなければなりませ
んし、経費も掛かります。又、パイプラインの目
詰まりの原因にもなります。台風、大雨の時には
冠水して作物に被害が及ぶことになります。皆さ
んの水路です。不法投棄を目撃した時は御一報願
います。

　４月から８月まで水路には水が溢れ
ています。
　子供たちが水路の近くで遊んでいた
ら注意をして事故から守りましょう。

水難事故から
子供を守ろう
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